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最新問題: 1
井戸フィーチャクラスには、井戸ごとに 1つの行があります。well_inspectionsテーブルに
は、井戸が検査された時間ごとに 1つの行があります。すべての検査日は、マップ上の各井
戸の周りに集められたラベルとして表示する必要があります。

この要件を満たすにはどのような種類の関連付けを使用する必要がありますか?
A.参加する
B.関連付ける
C.関係クラス
Answer: B (メーッセージを残す)
シナリオの概要:
井戸フィーチャクラスには、井戸ごとに 1つの行があります。
well_inspectionsテーブルには、井戸の検査ごとに 1つの行があります。
well_inspectionsテーブルの検査日付は、マップ上の各井戸の周りに集められたラベルとし
て表示する必要があります。

目標は、データが動的に表示されるため（検査日が井戸の周りに集まっている）、これら 2
つのデータセットを永続的に結合することなく、それらの間の接続を確立することです。

ジオデータベース内の関連:
リレートは、テーブルが共通のキーフィールドによってリンクされているものの、個別の

ままであるテーブル関連付けの一種です。

リレートを使用すると、データを複製したり永続的に関連付けたりすることなく、動的な

クエリで関連レコードを取得できます。

リレートを使用すると、特定の井戸のすべての検査日を動的に照会し、それらをマップ上

にラベルとして表示し、井戸と検査データセットの両方の整合性を維持できます。

(ArcGISドキュメント:関連)
代替オプション:
オプションA:参加する
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結合は、共有キーに基づいて 2つのテーブルを 1つの仮想テーブルにマージします。ただ
し、このアプローチは静的であり、更新のたびにテーブルを再結合する必要があるため、動

的にクラスター化されたラベルを表示するのには適していません。

オプション C:関係クラス
リレーションシップクラスは、2つのデータセット間のルールを適用する、より永続的な
関連付けです。データ間の関係を維持するのに最適ですが、マップ上で検査日を動的にラ

ベル付けするのには必要ありません。

したがって、このシナリオでは、リレートが最も効率的で適切なオプションです。

最新問題: 2
GISアナリストがデータベースビューを作成します。データベースビューがマップに読み
込まれると、パフォーマンスが最適になりません。

アナリストはどのワークフローを使用すべきでしょうか?
A.シェープファイルにエクスポート
B.別のフィーチャクラスに結合する
C.ジオデータベースに登録する
Answer: C (メーッセージを残す)
データベースビューがマップ内でパフォーマンスが低い場合は、ジオデータベースに登録

するとパフォーマンスが大幅に向上します。

1.ジオデータベースに登録する理由
*データベースビューをジオデータベースに登録すると、データベースビューがジオデー
タベースシステムに統合され、次のことが可能になります。

*空間インデックスの適切な使用。
*ジオデータベースによるクエリの最適化。
*ジオデータベース固有のパフォーマンス強化を活用して、大規模なデータセットの処理
を改善しました。

2.他の選択肢はないのでしょうか?
*シェイプファイルへのエクスポート:
*シェープファイルは、インデックス作成とパフォーマンスの最適化が欠けているフラッ
トファイル形式です。シェープファイルの使用は、複雑なクエリや大規模なデータセット

には適していません。

*別のフィーチャクラスへの結合:
*データを結合しても、ビューのパフォーマンス問題の根本的な原因は解決されず、結合に
よって複雑さが増すとパフォーマンスがさらに低下する可能性があります。

ジオデータベースにデータベースビューを登録する手順:
* ArcGIS Proを開き、データベースに接続します。
*データベースビューを指定して、[ジオデータベースに登録]ツールを使用してください。
*ビューに空間データが含まれている場合は、空間インデックスを含めるように登録を構
成します。

*登録したビューをマップに保存してパフォーマンスをテストします。
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追加メモ:
*データベースビューに複雑な SQLロジックが含まれている場合は、可能であればクエリ
を簡素化してパフォーマンスをさらに向上させます。

*ビュー内の基になるテーブルに適切なインデックスが付けられていることを確認しま
す。

Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*ジオデータベースへのビューの登録
*ビューによるマップパフォーマンスの向上
結論：

データベースビューをジオデータベースに登録すると、空間インデックス作成とジオデー

タベースの最適化が可能になり、パフォーマンスの問題に対処し、効率的なレンダリング

とクエリが保証されます。

最新問題: 3
組織では、モバイルアプリとWebアプリでフィーチャクラスを編集できるようにする必
要があります。データベース管理者は、一般的なクエリのパフォーマンスを向上させるた

めに、フィーチャクラスにインデックスを追加する必要があります。

これらのフィーチャクラスはどこに保存すればよいでしょうか?
A.エンタープライズジオデータベース
B.ファイルジオデータベース
C.モバイルジオデータベース
Answer: A (メーッセージを残す)
シナリオを理解する:
*組織では、フィーチャクラスがモバイルアプリとWebアプリで編集可能であることが必
要です。

*一般的なクエリでは、インデックスによるパフォーマンスの最適化も必要です。
フィーチャクラスのストレージオプション:
*エンタープライズジオデータベース:
*マルチユーザー環境をサポートしているため、モバイルやWebアプリの編集に適してい
ます。

*データベースレベルでのインデックス作成が可能になり、大規模なデータセットのクエ
リパフォーマンスが向上します。

*モバイルワークフローに強力なバージョン管理、レプリケーション、同期機能を提供しま
す。

*ファイルジオデータベース:
*シングルユーザーアクセスをサポートしており、エンタープライズグレードのインデッ
クス作成機能とマルチユーザー編集機能はありません。

* Webおよびモバイルアプリの編集の要件を満たしていません。
*モバイルジオデータベース:
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*モバイルアプリ向けに最適化されていますが、このシナリオに必要なエンタープライズ
レベルのインデックス作成とマルチユーザーワークフローはサポートされていません。

フィーチャクラスを保存および最適化する手順:
*フィーチャクラスをエンタープライズジオデータベースに保存します。
*頻繁にクエリされる列にインデックスを作成し、モバイルアプリとWebアプリのクエリ
のパフォーマンスを最適化します。

* ArcGIS Proなどのツールを使用して、モバイルおよびWebアプリ編集用のフィーチャ
サービスを公開します。

参考文献:
* Esriドキュメント:エンタープライズジオデータベースの概要。
*パフォーマンス最適化のためのインデックス作成:エンタープライズ環境でのクエリパ
フォーマンスを向上させるためのガイドライン。

正解が Aである理由:エンタープライズジオデータベースは、モバイルアプリやWebア
プリでのマルチユーザー編集をサポートし、高度なインデックス作成機能を提供する唯一

のストレージオプションです。ファイルジオデータベースとモバイルジオデータベース

には、このユースケースに必要な機能が欠けています。

最新問題: 4
GIS管理者は、ジオデータベース全体のパフォーマンスが低下しているという報告を受け
ています。ユーザーからは、10,000件のレコードを追加すると、編集や描画にかかる時間
が影響を受けるという報告があります。従来のバージョン管理が使用されています。

次のプロセスは毎週完了します。

*インデックスと統計の再構築
*ジオデータベースの圧縮
*孤立した接続を削除する
どのようなアクションを取るべきでしょうか?
A.デフォルトバージョンを使用するように変更
B. Python経由でレコードを更新する
C.バージョンを調整して投稿する
Answer: C (メーッセージを残す)
シナリオの概要:
*ユーザーは、特に 10,000件のレコードを追加する際の編集と描画において、ジオデータ
ベース全体のパフォーマンスの低下を経験します。

*組織は毎週メンテナンスタスクを実行します。
*インデックスと統計の再構築
*ジオデータベースの圧縮
*孤立した接続の削除
バージョンを調整して投稿する理由
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*従来のバージョン管理でパフォーマンスが低下する原因としては、多くの場合、調整され
ていないバージョンが多すぎることと、状態ツリーが肥大化していることが挙げられま

す。

*バージョンのリコンサイルとポストにより、状態の数が削減され、ジオデータベースの圧
縮によって冗長な状態が完全に圧縮され、パフォーマンスが向上します。(ArcGISドキュメ
ント:リコンサイルとポスト)代替オプション:
*オプションA:デフォルトバージョンを使用するように変更する
*これにより、バージョン管理ワークフローがバイパスされ、パフォーマンス低下の根本的
な原因は解決されません。

*オプションB: Python経由でレコードを更新する
* Pythonを使用してレコードを更新しても、未調整バージョンや状態ツリーの非効率性に
よって発生する問題は解決されません。

したがって、正しいアクションはバージョンを調整してポストし、ジオデータベースの状

態ツリーが最適化され、パフォーマンスが回復されるようにすることです。

最新問題: 5
組織は、Webサービスを使用して GISデータを編集する必要があります。データは組織の
サーバーにローカルに保存する必要があります。パフォーマンスを向上させるために、特

定のビジネスフィールドをデータベースでインデックス化する必要があります。

データにはどのストレージを使用すればよいですか?
A.エンタープライズジオデータベース
B.ファイルジオデータベース
C.ホストされたリレーショナルデータベース
Answer: (解答を表示する)
すべてのエンタープライズジオデータ参照を含む包括的で詳細なステップバイステップ

の説明:
次の理由により、このシナリオにはエンタープライズジオデータベースが最も適切な選択

肢です。

1.組織のサーバーにデータをローカルに保存する必要がある
*エンタープライズジオデータベースを使用すると、組織は PostgreSQL、SQL
Server、Oracleなどの独自のデータベース管理システム (DBMS)に GISデータをローカル
に保存できます。

*これにより、データストレージに対する制御を維持し、データが組織のインフラストラク
チャ内に確実に保存されるという要件が満たされます。

2. Webサービス経由で GISデータを編集する
*エンタープライズジオデータベースは ArcGIS Serverとシームレスに統合され、Web
サービス経由でのデータ編集が可能になります。

*組織はフィーチャサービスを公開して、承認されたユーザーが GISデータをリアルタイ
ムで、または切断された環境 (同期経由)で編集できるようにすることができます。
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*これらのサービスは、バージョン管理や競合解決などの高度な編集ワークフローをサ
ポートします。

3.パフォーマンスのための特定のビジネス分野のインデックス作成
*エンタープライズジオデータベースは、クエリと編集のパフォーマンスを向上させる強
力なインデックス作成オプションを提供します。

*あなたはできる：
*頻繁にクエリされるフィールドに属性インデックスを作成します。
*空間インデックスを使用して、空間クエリの速度を向上します。
*このレベルのカスタマイズは、特定のビジネスワークフローのパフォーマンス要求を満
たすのに役立ちます。

4.他のストレージオプションに対する利点
*ファイルジオデータベース:
*小規模なデータセットやローカルストレージには適していますが、マルチユーザー編
集、Webサービスとの統合、ビジネスフィールドの高度なインデックス作成はサポートさ
れていません。

*ホストされたリレーショナルデータベース:
*このオプションは、ArcGIS Onlineまたは ArcGIS Enterpriseマネージドサービスの一部
であり、データをクラウドに保存するため、ローカルストレージの要件に反します。

*また、エンタープライズジオデータベースと同じレベルの制御機能やインデックス作成
機能も提供されません。

Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*エンタープライズジオデータベース - ArcGIS Proドキュメント
*ジオデータベースのインデックスの設定
*編集用公開機能サービス
結論：

エンタープライズジオデータベースは、指定されたすべての要件 (ローカルストレー
ジ、Webサービス編集、パフォーマンスのためのインデックス付きフィールド)を満たすだ
けでなく、追加のスケーラビリティ、セキュリティ、およびマルチユーザー編集機能も提供

します。

最新問題: 6
GIS管理者は、2つの異なるオフィスにある 2つの GISアナリストチームのコラボレー
ションを促進する必要があります。

各オフィスには、独自のエンタープライズジオデータベース内のデータのコピーが必要で

す。両方のオフィスのアナリストが同じフィーチャクラスを編集します。変更は夜間に同

期されます。

GIS管理者は、両方のチームが連携できるように情報インフラストラクチャを設定する必
要があります。

要件を満たすために管理者は何を使用すべきでしょうか?
A.ジオデータベースのレプリケーション



B.データベースのレプリケーション
C.分散コラボレーション
Answer: A (メーッセージを残す)
異なるオフィスに所在する 2つの GISアナリストチーム間のコラボレーションを容易に
するために、各チームが独自のエンタープライズジオデータベース内のデータのコピーを

必要とし、同じフィーチャクラスを編集して夜間に変更を同期する必要がある場合、ジオ

データベースレプリケーションが適切なソリューションです。

ジオデータベースレプリケーションの理解:
ジオデータベースレプリケーションは、2つ以上のジオデータベース間でデータのコピー
を作成できる ArcGISのデータ分散方法です。これにより、複数のユーザーが異なる場所に
ある同じデータセットを操作できるようになり、変更を同期して一貫性を確保できます。

アーキスフォー

ジオデータベースレプリケーションの種類:
ジオデータベースレプリケーションには 3つの種類があります。
一方向レプリケーション:変更は親レプリカから子レプリカへの単一方向に送信されます。
双方向レプリケーション:変更は親レプリカと子レプリカ間で双方向に同期されます。
これは、複数の編集者が異なる場所にある同じデータセットを更新する必要がある場合に

適しています。

チェックアウト/チェックインレプリケーション:データは編集のために子レプリカに
チェックアウトされ、その後親レプリカにチェックインされます。

このシナリオでは、双方向レプリケーションが理想的です。これにより、両方のチームが同

じフィーチャクラスを編集し、変更を夜間に同期して、両方のジオデータベースの一貫性

を保つことができます。

アーキスフォー

代替オプション:
データベースレプリケーション:これは、DBMSレベルでデータベース全体を複製するこ
とを指します。データを同期することはできますが、ArcGISによって管理されるジオデー
タベース固有の動作、ルール、および関係は考慮されません。

したがって、ジオデータベース固有の機能の同期を必要とするシナリオには適さない可能

性があります。

分散コラボレーション:これは、ArcGIS Enterpriseのフレームワークであり、マップ、レイ
ヤー、アプリなどのコンテンツを複数の ArcGIS Enterprise展開間または ArcGIS
Enterpriseと ArcGIS Online間で共有できます。ただし、このシナリオで必要なデータの編
集と同期を細かく制御することはできません。

ジオデータベースリソース

したがって、両チームがそれぞれのエンタープライズジオデータベースで同じフィーチャ

クラスを編集し、夜間に変更を同期できるという要件を満たすには、ジオデータベースレ

プリケーションが最適なソリューションです。

最新問題: 7
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GISアナリストは、ArcGIS Proで複数の画像を含む画像の集中フォルダーを視覚化する必
要があります。管理者は、エンタープライズジオデータベース内の組織全体でこの画像に

アクセスできるように準備する必要があります。

どのストレージメカニズムを使用すればよいですか?
A.ラスターデータセット
B.ラスターカタログ
C.モザイクデータセット
Answer: C (メーッセージを残す)
Amosaicデータセットは、特にエンタープライズジオデータベースを通じて組織全体で画
像にアクセスする場合に、画像の集中フォルダーを視覚化および管理するための最も適切

なストレージメカニズムです。

1.モザイクデータセットとは何ですか?
*モザイクデータセットは、衛星画像や航空写真などのラスターデータの大規模なコレク
ションを管理および提供するために最適化されたジオデータベース構造です。

*動的なモザイク、レンダリング、クエリ機能を提供します。
2.モザイクデータセットを使用する理由
*一元管理:モザイクデータセットは、データを重複させることなくフォルダーに保存され
ている複数の画像を参照できるため、画像のソースを一元的に管理できます。

*スケーラビリティ:大規模なラスターデータのコレクションをサポートし、効率的なクエ
リ、レンダリング、分析を可能にします。

*オンザフライ処理:ソースデータを変更せずに画像処理とレンダリングルールを適用する
オプションを提供します。

*エンタープライズアクセス:エンタープライズジオデータベースに保存されたモザイク
データセットは、組織全体でアクセスできるようにイメージサービスとして公開できま

す。

3.他の選択肢はないのでしょうか?
*ラスターデータセット:
*このオプションは、ジオデータベースに単一の画像またはラスターレイヤーを保存する
ためのものであり、複数の画像を管理するには適していません。

*ラスターカタログ:
*ラスターカタログはラスターを整理しますが、動的なモザイク、レンダリング、クエリ最
適化の機能がありません。効率性が低く、現在ではモザイクデータセットに取って代わら

れて時代遅れと見なされています。

モザイクデータセットを作成して使用する手順:
* ArcGIS Proを開き、エンタープライズジオデータベースに接続します。
*「モザイクデータセットの作成」ツールを使用して新しいモザイクデータセットを作成し

ます。

*「モザイクデータセットにラスターを追加」ツールを使用して、画像の集中フォルダーを

指定してモザイクデータセットにラスターを追加します。

https://www.jpnpdf.com/Esri.EGMP2201.v2025-02-24.q24-mondaishu.html


*モザイクデータセットを ArcGIS Enterpriseのイメージサービスとして公開し、組織全
体でアクセスできるようにします。

Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*モザイクデータセットの概要
*モザイクデータセットによる画像の管理
結論：

Amosaicデータセットは、エンタープライズジオデータベース内の集中フォルダーから複
数の画像を管理、視覚化、共有するための最適な機能を提供します。

最新問題: 8
GIS管理者は、フィーチャクラスの値を更新するための SQLコマンドを作成します。テス
ト環境では、コマンドはフィーチャクラステーブルに対して実行されます。すべての値が

更新されるわけではないようです。

この問題の原因となっている構成は何ですか?
A.パーティション化されたバージョン非対応のフィーチャクラス
B.編集が行われた従来のバージョン管理されたデータ
C.フィーチャクラスでアーカイブが有効になっています
Answer: B (メーッセージを残す)
この問題は、従来のバージョン管理されたデータストアがベーステーブルではなくデルタ

テーブル (追加と削除)を編集するために発生します。ベーステーブルに直接適用される
SQL更新はデルタテーブルをバイパスするため、更新が不完全または不整合になります。
1.従来のバージョン管理がアップデートに与える影響
*従来のバージョン管理では、編集内容はデルタテーブルに記録されます。
* A_<ObjectID> (追加):新しく挿入された行を追跡します。
* D_<ObjectID> (削除):削除された行を追跡します。
* SQLコマンドをベーステーブルで直接実行すると、デルタテーブルのデータには影響が
ないため、フィーチャクラスに不完全な更新が反映されます。

2.他の選択肢はないのでしょうか?
*パーティション化されたバージョン非対応フィーチャクラス:
*パーティショニングはパフォーマンスを最適化するためにデータを整理しますが、テー
ブル全体を更新する SQLコマンドには影響しません。
*フィーチャクラスでアーカイブが有効:
*アーカイブは個別のアーカイブテーブルで履歴の変更を追跡しますが、フィーチャクラ
スの SQLコマンドに直接影響することはありません。
問題を解決する手順:
*従来のバージョン管理されたデータの場合は、調整と後処理を使用して値を更新します。
これにより、変更がデルタテーブルとベーステーブル全体に正しく適用されるようになり

ます。

*または、直接 SQLコマンドを実行する代わりに、ArcGIS Proや ArcPyなどのツールを使
用してプログラムでデータを更新します。
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Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*従来のバージョン管理の概要
*デルタテーブルと従来のバージョン管理
結論：

この問題は、データが従来のバージョン管理されており、直接 SQLコマンドでは編集内容
が保存されている差分テーブルが考慮されないために発生します。更新を正しく適用する

には、調整およびポストワークフローまたは ArcGISツールを使用してください。

最新問題: 9
GISデータ管理者は、次の条件を満たすデータベースビューを作成する要求を受け取りま
す。

*データはフィーチャクラスと非空間テーブルから結合されます
*ソースフィーチャクラスはバージョン管理されています
*ソースは子供バージョンから
*動的に更新する必要がある
ビューはどのように作成すればよいでしょうか?
A.フィーチャクラスとリポジトリテーブル
B.フィーチャクラスと非空間テーブル
C.バージョンビューと非空間テーブル
Answer: (解答を表示する)
シナリオを理解する:
*リクエストには、バージョン化されたフィーチャクラスと非空間テーブルからのデータ
を動的に結合するビューの作成が含まれます。

*データは子バージョンからのものであり、動的に更新される必要があります。
重要な考慮事項:
*バージョン対応フィーチャクラス:バージョン対応ジオデータベースの標準フィーチャク
ラスは、編集内容をデルタテーブルに保存します (追加と削除)。特定のバージョンのデー
タにアクセスするには、これらの編集内容を含むバージョン対応ビューを使用する必要が

あります。

*動的更新:バージョン管理されたビューで作成されたビューでは、データが最新バージョ
ンの編集を反映していることが保証されます。

ビューを作成する手順:
*フィーチャクラスのバージョン対応ビューを識別します (バージョン管理中に自動的に
作成されます)。
*適切なキーでバージョン対応ビューと非空間テーブルを結合する SQLクエリを作成しま
す。

* SQLクエリをデータベースビューとして保存します。
参考文献:
* Esriドキュメント:バージョン管理されたビュー。
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*バージョン管理されたデータを含むビューの作成: SQLでバージョン管理されたビュー
を他のテーブルと結合するためのガイドライン。

正解が Cである理由:バージョン対応ビューを使用すると、指定された子バージョンから
の編集がデータに反映されます。このビューを非空間テーブルと結合すると、動的更新の

要件が満たされます。オプション Aと Bでは、バージョン対応の子バージョンからのデー
タが動的に提供されません。

最新問題: 10
ArcGIS Proを使用する AGISアナリストは、フィーチャデータセットに格納されている
バージョン対応フィーチャクラスにデータを再ロードする必要があります。フィーチャク

ラスは、ジオデータベーストポロジに参加しています。

GISアナリストはどのような手順を踏むべきでしょうか?
A. Truncate Tableツールを実行し、Appendを使用してデータをロードします。
B.フィーチャクラス内のすべての行を削除し、オブジェクトのロードを使用してデータを
ロードします。

C.フィーチャクラスのすべての行を削除し、Appendを使用してデータをロードします。
Answer: (解答を表示する)
シナリオを理解する:
*フィーチャクラスはバージョン管理されており、ジオデータベーストポロジに参加して
います。

*目標は、バージョン管理とトポロジの整合性を維持しながらデータを再ロードすること
です。

データの再ロードに関する重要な考慮事項:
*テーブルの切り捨て:テーブルの切り捨てツールは、ジオデータベース内の個々の行の削
除をログに記録せずに、フィーチャクラス内のすべての行を効率的に削除します。これは、

パフォーマンスへの影響を最小限に抑えながらデータを消去するための推奨される方法で

す。

*追加ツール:テーブルを切り捨てた後、追加ツールはフィーチャクラスに新しいデータを
ロードし、トポロジとバージョン管理構造がそのまま維持されるようにします。

*行の削除の回避:行を手動で削除すると、各削除がデルタテーブルに記録され、特にバー
ジョン管理されたデータセットの場合、潜在的なパフォーマンスのボトルネックと不要な

トランザクションログ記録につながります。

*ジオデータベーストポロジの考慮事項:空間整合性を確保するために、データを再ロード
した後にトポロジルールを検証する必要があります。

データを再ロードする手順:
*既存のレコードを削除するには、「Truncate Table」ツールを使用します。
* Appendツールを使用して、新しいデータをフィーチャクラスに読み込みます。
*再ロード後にエラーがないか確認するために、ジオデータベース内のトポロジを検証し
ます。
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参考文献:
* Esriドキュメント:テーブルの切り捨て。
*バージョン管理されたフィーチャクラスへのデータのロード:バージョン管理されたトポ
ロジ対応データセットのベストプラクティス。

正解が Aである理由: Truncate Tableツールを実行すると、効率的なデータ消去が保証さ
れ、Appendツールを使用すると、ジオデータベースのバージョン管理とトポロジ構造が維
持されます。オプション Bと Cでは、不要な行レベルの削除が行われますが、これは非効
率的であり、バージョン管理されたワークフローを中断する可能性があります。

最新問題: 11
AGISデータ管理者は、次のワークフローを使用して、エンタープライズジオデータベース
内に新しいフィーチャクラスを作成しています。

* 5つのフィーチャクラスがフィーチャデータセットに追加されます
*フィーチャデータセットは、move-edits-to-baseオプションなしでバージョン管理対象と
して登録されます。

*次に、同じフィーチャデータセットに別のフィーチャクラスが追加されます
フィーチャデータセット内のフィーチャクラスを編集しようとすると、ユーザーにはエ

ラーメッセージが表示されます。

管理者は何をすべきでしょうか?
A.フィーチャデータセットのバージョン管理を解除し、再度バージョン管理に登録しま
す。

B.フィーチャデータセットにバージョン管理としてもう 1回登録します
C.編集ワークフローを、move-edits-to-baseオプションを使用してバージョン管理された
編集に切り替える

Answer: (解答を表示する)
シナリオの概要:
*フィーチャデータセットに 5つのフィーチャクラスが追加され、move-edits-to-baseオ
プションを使用せずにバージョン対応として登録されます。

*その後、同じフィーチャデータセットに別のフィーチャクラスが追加されます。
*フィーチャデータセット内のフィーチャクラスを編集しようとすると、エラーが発生し
ます。

問題の原因:フィーチャデータセットがバージョン管理対象として登録されている場合、
その中のすべてのフィーチャクラスはバージョン管理状態の一貫性を維持する必要があり

ます。以前にバージョン管理されたフィーチャデータセットに新しいフィーチャクラスを

追加すると、同期が中断され、編集中にエラーが発生する可能性があります。

解決：

*フィーチャデータセットでバージョン管理の登録を解除:これにより、データセット内の
すべてのフィーチャクラスからバージョン管理が削除され、バージョン管理の状態がリ

セットされます。
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*フィーチャデータセットを再度バージョン対応として登録します。これにより、新しく追
加されたフィーチャクラスも含め、すべてのフィーチャクラスが同じバージョン対応状態

で正しく登録されます。(ArcGISドキュメント:データセットをバージョン対応として登録
する)代替オプション:
*オプション B:フィーチャデータセット全体を登録解除して再登録しない限り、バージョ
ン管理の競合が続くため、フィーチャデータセットを再度登録しても問題は解決されませ

ん。

*オプション C:編集内容をベースに移動するオプションへの切り替えは不要であり、編集
ワークフローが変更されるため、現在の設定やユーザーのニーズに合わない可能性があり

ます。

したがって、管理者はフィーチャデータセットをバージョン管理から登録解除し、再登録

してエラーを解決する必要があります。

最新問題: 12
組織では、RDBMSユーザーの数を減らす必要があります。ArcGIS Enterpriseと ArcGIS
Proが実装されています。編集者は編集内容を分離し、公開される前に編集内容がレビュー
されるようにする必要があります。

GIS管理者はどの編集モデルを実装する必要がありますか?
A.ブランチバージョン管理
B.従来のバージョン管理
C.バージョン管理されていない編集
Answer: B (メーッセージを残す)
シナリオを理解する:
*編集者は、変更が他のユーザーにすぐに表示されないように、編集内容を分離する必要が
あります。

*編集内容は公開される前に確認される必要があり、構造化された承認プロセスが必要に
なります。

*組織は RDBMSユーザーの数を削減することを目指しており、アクセスと権限の集中管
理を提案しています。

編集モデルの概要:
*ブランチバージョン管理: Webベースのワークフロー用に設計されており、各エディ
ターが直接 RDBMSにアクセスする必要はありません。ただし、ブランチバージョン管理
で行われた編集は本質的に共同作業であり、ユーザーごとのブランチワークフローによっ

て明示的に制御されない限り分離されないため、複雑さが増します。

*従来のバージョン管理:
*プライベートバージョンによる個別の編集をサポートします。
*編集者は独自のバージョンを作成し、変更を加えて、デフォルトバージョンと調整して投
稿することでレビューのために送信できます。
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* RDBMSへの直接アクセスが集中化されるため、個々の RDBMSユーザーの必要性が軽
減されます。

*バージョン管理されていない編集:分離された編集やバージョン管理されたワークフロー
をサポートしていないため、このシナリオには適していません。

従来のバージョン管理を実装する手順:
*フィーチャクラスをバージョン管理された状態でエンタープライズジオデータベースに
登録します。

*編集者が個別の編集を行うためのプライベートバージョンを作成できるようにします。
*レビュー後に編集を調整して投稿するためのワークフローを実装します。
参考文献:
* Esriドキュメント:従来のバージョン管理。
*バージョン管理された編集のベストプラクティス:編集を分離して確認するためのガイ
ドライン。

正解が Bである理由:従来のバージョン管理は、編集を分離し、投稿前にレビューを可能に
し、集中バージョン管理によって RDBMSユーザーの数を削減するなど、すべての要件を
満たしています。

ブランチのバージョン管理はWeb中心であり、構造化されたレビュープロセスが欠けて
います。一方、バージョン管理されていない編集では分離やバージョン管理はサポートさ

れません。

最新問題: 13
GIS管理者は、ジオデータベースユーザーが、子バージョンのデータをマップに追加する
とパフォーマンスが低下すると報告していることを知りました。

*組織は複雑な従来のバージョンツリーアーキテクチャを使用しています
* Pythonスクリプトはバッチ調整/ポスト操作を完了し、ジオデータベースを圧縮し、デー
タ所有者はインデックスを再構築して統計を更新します。

* Pythonスクリプトは、ジオデータベース接続がほとんどまたはまったく行われない状態
で夜間に実行されます。どの Analyze Datasetsパラメータをチェックする必要があります
か?
A.システムテーブルを含める
B.選択したデータセットのアーカイブテーブルを分析する
C.選択したデータセットのベーステーブルを分析する
Answer: (解答を表示する)
複雑な従来のバージョンツリーで子バージョンからデータを追加する際にパフォーマン

スの問題が発生する場合、多くの場合、基本テーブルに問題があることを示しています。こ

の場合、選択したデータセットの基本テーブルを分析するパラメーターが最も関連してい

ます。

1.従来のバージョン管理におけるベーステーブルの役割
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*従来のバージョン管理では、ベーステーブルにフィーチャクラスまたはテーブルの元の
データが格納されます。子バージョンで行われた変更は、デルタテーブル (追加と削除)で
追跡されます。

*ベーステーブルが最適化されていない場合 (古い統計、断片化されたインデックスなど)、
データのクエリやレンダリング時にパフォーマンスが低下する可能性があります。

2.ベーステーブルを分析する理由
*「選択したデータセットの基本テーブルを分析」パラメータは、基本テーブルのデータ

ベース統計を評価および更新し、クエリの最適化を改善します。

*このプロセスにより、データベースクエリオプティマイザーはデータを取得するときに
効率的な決定を下すことができます。

3.他の選択肢はないのでしょうか?
*システムテーブルを含める:
*これは、管理タスクには重要ですが、ユーザーデータセットのパフォーマンスの問題とは
関係のないジオデータベースシステムテーブルを分析します。

*選択したデータセットのアーカイブテーブルを分析する:
*これは、アーカイブが有効になっているデータセットに固有のものです。このシナリオで
は、アーカイブが使用されているとは言及されていません。

ベーステーブルを分析する手順:
* OpenArcGIS Proまたは、データセットの分析ツールで Pythonスクリプトを使用しま
す。

*パフォーマンスの問題があるデータセットを指定します。
* [選択したデータセットの基本テーブルを分析]パラメータを選択します。
*ツールを実行し、更新された統計を監視します。
Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*データセット分析ツール
*クエリパフォーマンスの向上
結論：

従来のバージョン管理で子バージョンからデータを追加するときに統計を更新し、パ

フォーマンスを向上させるには、「選択したデータセットの基本テーブルを分析」パラメー

タを使用する必要があります。

最新問題: 14
GISデータ管理者は、権限のないユーザーによるフィーチャクラス内の一部のフィールド
へのアクセスを制限する必要があります。

データ管理者はどの方法を使用すべきでしょうか?
A.レイヤーファイル
B.クエリレイヤー
C.データベースビュー
Answer: C (メーッセージを残す)
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フィーチャクラス内の特定のフィールドへのアクセスを制限するには、GISデータ管理者
はデータベースビューを使用する必要があります。

1.データベースビューとは何ですか?
*データベースビューは、SQLクエリによって作成される仮想テーブルです。1つ以上の
テーブルまたはフィーチャクラスのデータが表示されますが、アクセスできるのは指定さ

れたフィールドと行のみです。

*ビューを使用すると、管理者は基になるデータを変更せずに、ユーザーに表示される
フィールドとレコードを制御できます。

2.データベースビューを使用する理由
*特定のユーザーに表示されるフィールド (または行)を制限することで、データアクセス
をきめ細かく制御できます。

*マルチユーザー環境でのデータセキュリティポリシーの適用に役立ちます。
*使用ケースに応じて、読み取り専用レイヤーとして共有したり、更新権限を制限して共有
したりできます。

3.他の選択肢はないのでしょうか?
*レイヤーファイル:
*レイヤーファイル (*.lyr)は、データのシンボル化と表示方法のみを定義します。データ
ベースレベルでのフィールドアクセスは制限されません。権限のないユーザーは、直接

データベース接続を通じて非表示のフィールドにアクセスできます。

*クエリレイヤー:
*クエリレイヤーを使用すると、ArcGISでデータを表示するときにカスタム SQLクエリ
を実行できますが、セキュリティ対策にはなりません。ユーザーはクエリを変更またはバ

イパスして、すべてのフィールドにアクセスできます。

データベースビューを作成する手順:
*必要なフィールドのみを指定して、SQLを使用してビューを定義します。
ビュー制限付きビューの作成

フィールド1、フィールド2を選択
フィーチャクラスから

WHERE <条件>;
*ベーステーブルへのアクセスを制限しながら、承認されたユーザーにビューへの権限を
付与します。

*必要に応じて、ArcGISでビューを読み取り専用レイヤーとして公開します。
Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*データベースビューの作成と使用
*エンタープライズジオデータベースのデータセキュリティ
結論：

データベースビューは、フィーチャクラス内の特定のフィールドへのアクセスを制限し、

データ共有の柔軟性を提供しながらデータのセキュリティを確保する最も効果的な方法で

す。



最新問題: 15
データベース管理者は、エンタープライズジオデータベースを新しいサーバーに移動する

必要があります。新しいエンタープライズジオデータベースはそのまま保持する必要があ

ります。

どのプロセスを使用すべきでしょうか?
A.ファイルジオデータベースにエクスポート
B.双方向レプリケーション
C. RDBMSエクスポート/インポート
Answer: C (メーッセージを残す)
エンタープライズジオデータベースをそのまま維持しながら新しいサーバーに移動する

には、RDBMSエクスポート/インポートプロセスが適切な方法です。
1. RDBMSエクスポート/インポートを使用する理由
*エンタープライズジオデータベースは、基盤となる RDBMS (SQL
Server、PostgreSQL、Oracleなど)と緊密に統合されています。データベース全体をエクス
ポートおよびインポートすると、次のことが保証されます。

*すべてのジオデータベース構成 (テーブル、インデックス、メタデータなど)は保持されま
す。

*移行プロセス中にデータの整合性が失われることはありません。
*この方法では、ジオデータベースの構造と関係が維持されます。
2.他の選択肢はないのでしょうか?
*ファイルジオデータベースへのエクスポート:
*ファイルジオデータベースにエクスポートするとデータの転送が可能になりますが、
ユーザー権限、バージョン管理、レプリケーション構成などのエンタープライズジオデー

タベース構造は保持されません。

*双方向レプリケーション:
*レプリケーションは、ジオデータベース全体を新しいサーバーに移動するためではなく、
ジオデータベース間のデータ変更を同期するために設計されています。また、一部の管理

構成が残される場合もあります。

3. RDBMSエクスポート/インポートの手順
*データベースをエクスポートします:
* RDBMSツール (PostgreSQLの場合は pg_dump、SQL Server Management Studioなど)
を使用して、ジオデータベースの完全バックアップを作成します。

*関連するすべてのスキーマ、インデックス、メタデータが含まれていることを確認しま
す。

*新しいサーバーにインポート:
*新しいサーバーに RDBMSをセットアップし、エンタープライズジオデータベース用に
構成します。

*バックアップファイルをインポートして、新しいサーバー上のジオデータベースを復元
します。

*移行後の手順:
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* ArcGIS Proまたは ArcGIS Serverで接続を再構成し、新しいジオデータベースを指すよ
うにします。

*すべての機能が期待どおりに動作することを確認するためにテストします。
Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*エンタープライズジオデータベースのバックアップと復元
*バックアップと復元のための RDBMSツール
結論：

RDBMSエクスポート/インポートプロセスにより、すべての構成とデータの整合性を維持
しながら、エンタープライズジオデータベースを新しいサーバーに完全に移行できます。

最新問題: 16
ユーザーが誤ってエンタープライズジオデータベースのフィーチャデータセットを削除

しました。

この問題を解決するにはどのテクノロジーを使用すべきでしょうか?
A.高可用性
B.バックアップ
C.アーカイブ
Answer: (解答を表示する)
シナリオを理解する:
*エンタープライズジオデータベースフィーチャデータセットが誤って削除されました。
*組織はデータセットを元の状態に復元する必要があります。
利用可能なテクノロジー:
*高可用性:高可用性設定 (例:フェイルオーバーシステム)により、ハードウェアまたはソ
フトウェアの障害発生時にもジオデータベースへの継続的なアクセスが確保されます。た

だし、高可用性では誤って削除されたデータは復元されません。

*バックアップ:バックアップは、特定の時点で取得されたジオデータベースのスナップ
ショットです。これにより、管理者は削除されたデータセットを復元したり、データ損失シ

ナリオから回復したりできます。

*アーカイブ:アーカイブはバージョン管理されたジオデータベース内の履歴編集を追跡し
ますが、誤って削除されたデータセットの回復は提供しません。

データセットを回復する手順:
*エンタープライズジオデータベースの最新のバックアップを特定します。
*ジオデータベースを復元するか、バックアップから特定のフィーチャデータセットを抽
出します。

*復元されたデータを確認し、必要に応じて進行中の更新と同期します。
参考文献:
* Esriドキュメント:バックアップと復元。
*データ保護のベストプラクティス:データの損失を防ぐために定期的なバックアップを
実装するためのガイドライン。
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正解が Bである理由:バックアップは、誤って削除されたフィーチャデータセットを回復
するための最も信頼性の高いソリューションです。高可用性により稼働時間は保証されま

すが、データの回復には対応していません。また、アーカイブではデータセット全体を保存

するのではなく、編集内容を追跡します。

有効な EGMP2201問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい EGMP2201試
験問題集！ GoShiken.comが最新の EGMP2201試験問題集を提供しています。
GoShiken.com EGMP2201試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com EGMP2201問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Esri/EGMP2201-mondaishu.html (6730%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
AGISデータベース管理者は、大規模なエンタープライズジオデータベース
facility_inspectionsフィーチャクラスでのクエリパフォーマンスを向上させるためにイン
デックスを作成する必要があります。

最適化するクエリは次のとおりです。

施設タイプ、検査日を選択

facility_inspectionsから、inspector_name = 'JQSmith'で、inspection_dateで並べ替えま
す。

A.管理者はどの列にインデックスを作成する必要がありますか?
B.施設タイプ、検査日
C. facility_type.inspector_name
D.検査官名、検査日
Answer: D (メーッセージを残す)
シナリオを理解する:
*クエリは、inspector_nameに基づいて行をフィルタリングし、結果を Inspection_dateで
並べ替えます。

*インデックスを作成すると、クエリ実行中にスキャンされる行数が減り、データの取得が
最適化されます。

インデックス作成に関する重要な考慮事項:
*プライマリフィルター列:inspector_name列は、WHERE句のプライマリフィルターで
す。

この列にインデックスを付けると、フィルター条件に一致する行をすばやく識別できま

す。

*ソートの最適化: ORDER BY Inspection_date句では、inspection_dateを複合インデック
スの 2番目の列としてインデックス付けすることで、フィルタリングされた結果のソート
が高速化されます。
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インデックスの選択:
* Inspection_dateと Inspection_nameの複合インデックスにより、効率的なクエリ実行が
可能になります。

*inspector_nameは高速フィルタリングを保証します。
* Inspection_dateはソートを最適化します。
* facility_typeのような無関係な列はクエリの一部ではないため、インデックス作成は不要
です。

インデックスを作成する手順:
*エンタープライズジオデータベースでは、データベース管理ツールまたは SQLコマンド
を使用して複合インデックスを作成します。

インデックスidx_facility_inspectionsを作成します
ON facility_inspections (検査官名、検査日);
参考文献:
* Esriドキュメント:インデックスの作成と管理。
* SQLインデックスのベストプラクティス:クエリを最適化するための複合インデックス
作成のガイドライン。

正解が Dである理由:inspector_nameと Inspection_dateの複合インデックスはクエリ構
造を直接処理し、WHEREフィルターと ORDER BY句の両方を最適化します。

最新問題: 18
大規模な政府機関では、すべての部門がスタンバイデータセンターに同等のデータプレ

ゼンスを確立することを義務付けています。

GISデータベース管理者はどのテクノロジを推奨すべきでしょうか?
A.データベースのレプリケーション
B.ジオデータベースのレプリケーション
C.切断された同期
Answer: A (メーッセージを残す)
スタンバイデータセンターに同等のデータが存在することを必要とする大規模な政府機

関にとって、データベースレプリケーションは理想的なソリューションです。

1.データベースレプリケーションとは何ですか?
*データベースレプリケーションでは、プライマリデータベースからセカンダリデータ
ベースにほぼリアルタイムで、またはスケジュールに基づいてデータを複製します。

*これにより、両方のデータベースが同期され、一方のデータベースに障害が発生した場合
でもデータを提供できるようになります。

2.データベースレプリケーションが要件に適合する理由
*スタンバイデータセンター:データベースレプリケーションにより、セカンダリデータ
センターのデータの完全に同等なコピーが提供されます。

*高可用性と災害復旧:プライマリデータベースが使用できない場合、スタンバイデータ
ベースがすぐに引き継ぎ、ビジネスの継続性を確保します。

3.他の選択肢はないのでしょうか?
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*ジオデータベースレプリケーション:
*ジオデータベースコンテンツを複製するように設計されていますが、通常はフィールド
編集の同期など、GIS固有のワークフローに使用されます。データベースの非空間コン
ポーネントの同等性は保証されません。

*大規模な組織全体のレプリケーションのニーズには適していません。
*切断された同期:
*これは、デバイスが後で編集内容を中央データベースと同期するオフライン編集ワーク
フローで使用されます。同等のスタンバイデータベースを維持するのには適していませ

ん。

4.データベースレプリケーションの種類
*非同期レプリケーション:更新はスケジュールされた間隔でレプリケートされるため、柔
軟性は得られますが、若干の遅延が発生します。

*同期レプリケーション:更新はリアルタイムで行われるため、両方のデータベースが常に
同一であることが保証されます。

データベースレプリケーションを実装する手順:
*組織の DBMS (SQL Server、PostgreSQL、Oracleなど)でプライマリデータベースとス
タンバイデータベースを構成します。

* DBMSの組み込みレプリケーションツール (SQL Serverの Always On、PostgreSQLの
ストリーミングレプリケーションなど)を使用します。
*レプリケーションプロセスが正しく機能していることを確認するために監視を設定しま
す。

Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
* DBMSにおけるデータベースレプリケーション
*データベースレプリケーションによる災害復旧
結論：

データベースレプリケーションは、スタンバイデータセンターに同等のデータを確立し、

高可用性と災害復旧を保証するために推奨されるテクノロジです。

最新問題: 19
井戸フィーチャクラスには、井戸ごとに 1つの行があります。well_inspectionsテーブルに
は、井戸が検査された時間ごとに 1つの行があります。すべての検査日は、マップ上の各井
戸の周りに集められたラベルとして表示する必要があります。

この要件を満たすにはどのような種類の関連付けを使用する必要がありますか?
A.関係クラス
B.関連付ける
C.参加する
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 20
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エンタープライズジオデータベースは、フェデレーションデータベースからの「プッシュ」

バッチ SQLプロセスを介して定期的に更新されます。
ビジネスルールにより、1つのフィールドの INSERT値の 1対 1の一致が防止されま
す。GIS管理者は、ジオデータベースの属性値が正しく入力されていることを確認する必
要があります。管理者はどのオプションを使用する必要がありますか?
A.属性ルール
B. DBMSトリガー
C.空間ビュー
Answer: A (メーッセージを残す)
シナリオを理解する:
*エンタープライズジオデータベースは、フェデレーションデータベースからの「プッ

シュ」SQLプロセスを通じて定期的に更新を受け取ります。
*ビジネスルールでは、データ挿入プロセス中に属性値の変換または修正が必要になりま
す。

* GIS管理者には、属性値がこれらのルールに準拠していることを確認するためのメカニ
ズムが必要です。

オプションの概要:
*属性ルール:
*属性ルールは、データ編集中に計算や制約を適用することで、データの整合性を強化でき
ます。

*計算ルールを使用すると、特定のロジックに基づいて属性値を自動的に導出できるため、
値がビジネスルールに準拠していることが保証されます。

* DBMSトリガー: DBMSトリガーは、データベースイベント (挿入など)が発生したとき
にプロシージャを実行します。

ただし、これらはジオデータベース環境の外部で管理されるため、ArcGISワークフローと
の統合性が低くなります。

*空間ビュー:空間ビューは空間データと非空間データを組み合わせますが、データの読み
込み中または編集中に属性値を適用または変更することはありません。

属性ルールを構成する手順:
*変換が必要なフィールドに計算属性ルールを定義します。
*ビジネスルールに基づいて属性値を導出または検証するロジックを指定します。
*ルールをデータセットに適用します。
*データが挿入されると、ルールによって値が自動的に更新または修正されます。
参考文献:
* Esriドキュメント:属性ルール。
*属性ルールタイプ:エンタープライズジオデータベースで計算ルールと検証ルールを使
用するためのベストプラクティス。

正解が Aである理由:属性ルールは、属性値を管理し、データ編集中にビジネスロジック
に準拠することを保証するように特別に設計されています。DBMSトリガーは外部にあ
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り、ジオデータベース中心ではありませんが、空間ビューは挿入中の値の変換をサポート

していません。

最新問題: 21
GIS管理者は、従来のバージョン管理されたフィーチャデータセット内のデータを編集で
きないというユーザーからの報告を受けています。メンテナンス期間中にフィーチャデー

タセットにフィーチャクラスが追加されました。次のトラブルシューティング手順を実行

しましたが、動作は修正されませんでした。

*フィーチャデータセットの権限を確認しました
*バージョン管理タイプの接続ファイルをチェックしました
*インデックスと統計を再構築
管理者は何をすべきでしょうか?
A.データ所有者として接続し、データを編集する
B.フィーチャデータセットのバージョン登録を解除します
C.フィーチャデータセットをバージョン管理対象として再登録する
Answer: C (メーッセージを残す)
新しいフィーチャクラスが追加された後、ユーザーが従来のバージョン管理されたフィー

チャデータセットを編集できない場合は、フィーチャデータセットをバージョン管理され

たものとして再登録する必要があります。

1.バージョン管理として再登録する理由
*バージョン管理されたフィーチャデータセットにフィーチャクラスを追加するには、
フィーチャデータセット全体をバージョン管理用に再登録する必要があります。

*この手順により、新しいフィーチャクラスがバージョン管理システムに含まれ、バージョ
ン管理されたワークフローに参加できるようになります。

2.他の手順を実行しても問題が解決しなかったのはなぜですか?
*チェックされた権限:正しい権限では、フィーチャクラスを追加した後に再登録する必要
がなくなります。

*確認済みの接続ファイル:接続ファイルで従来のバージョン管理が使用されていることを
確認しても、登録の欠落は解決されません。

*インデックスと統計の再構築:これによりパフォーマンスは向上しますが、バージョン管
理には影響しません。

3.他の選択肢はないのでしょうか?
*データ所有者として接続し、データを編集します。
*データ所有者であっても、フィーチャデータセットが再登録されるまで編集はできませ
ん。

*フィーチャデータセットのバージョン管理を解除します。
*登録を解除するとバージョン情報が削除され、デルタテーブルのデータ損失が発生する
可能性があります。

フィーチャデータセットをバージョン管理済みとして再登録する手順:
* ArcGIS Proを開き、データ所有者として接続します。
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*フィーチャデータセットを右クリックし、[管理] > [バージョン対応として登録]を選択し
ます。

*必要に応じて、ベーステーブルへの編集内容を保持するオプションを選択します。
*フィーチャデータセットの編集を保存してテストします。
Esriドキュメントおよび学習リソースからの参照:
*データをバージョン管理として登録する
*バージョン管理されたフィーチャデータセットの管理
結論：

管理者は、新しく追加されたフィーチャクラスを含め、従来のバージョン管理環境での編

集の問題を解決するために、フィーチャデータセットをバージョン管理対象として再登録

する必要があります。

最新問題: 22
GISアナリストは、組織と LIDARデータの大規模なリポジトリを共有する必要がありま
す。この LIDARデータには、ブレークラインに適用されるサーフェス制約があります。
GISアナリストはどのタイプのデータセットを使用すべきでしょうか?
A.モザイクデータセット
B.特徴データセット
C. LASデータセット
Answer: C (メーッセージを残す)
シナリオを理解する:
* GISアナリストは、LIDARデータの大規模なリポジトリを共有する必要があります。
*データには、地形やサーフェスのルールを適用するために使用されるブレークラインな
どのサーフェス制約が含まれます。

データセットの種類の概要:
*モザイクデータセット:画像や標高グリッドなどのラスターデータの大規模なコレク
ションを管理するために設計されています。LIDARポイントクラウドデータ用に特別に
最適化されているわけではありません。

*フィーチャデータセット:ジオデータベース内の関連フィーチャクラスのコンテ
ナー。LIDARデータやサーフェス制約の管理とは無関係です。
* LASデータセット: LIDARポイントクラウドを管理するために設計された特殊なデータ
セット。ポイント分類、サーフェス制約 (ブレークラインなど)、LIDARデータの効率的なク
エリまたは視覚化をサポートします。

LASデータセットを作成して共有する手順:
* ArcGIS Proで LASデータセットを作成し、LIDARファイル (LASまたは ZLAS形式)を
追加します。

* LASデータセットのプロパティでサーフェス制約 (ブレークライン)を定義します。
* LASデータセットを組織アクセス用のサービスまたはパッケージとして共有します。
参考文献:
* Esriドキュメント: LASデータセット。
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* LASデータセットでのブレークラインの管理:サーフェス制約を組み込むための手順。
正解が C:LASデータセットである理由は、ブレークラインなどのサーフェス制約を伴う
LIDARデータを管理および共有するために明示的に設計されているからです。モザイク
データセットとフィーチャデータセットはこの目的には適していません。

最新問題: 23
GIS管理者は、フィーチャクラスの編集中に行われた編集内容をすべてのユーザーがすぐ
に確認できるようにする必要があります。

どの構成を使用すればよいですか?
A.従来のバージョン編集
B.バージョン管理されていない編集
C.ブランチバージョン編集
Answer: (解答を表示する)
シナリオを理解する:
*フィーチャクラスに対して行われた編集は、すべてのユーザーにすぐに表示される必要
があります。

*これは、バージョン管理のオーバーヘッドなしで基本テーブルを直接編集する必要があ
ることを示しています。

編集構成の概要:
*従来のバージョン編集:デルタテーブルに対して編集が行われ、他のユーザーに表示され
るようにするには、バージョンの調整と投稿が必要です。これにより遅延が発生し、即時の

可視性の要件を満たしません。

*バージョン非対応編集:編集内容はフィーチャクラスのベーステーブルに直接適用され、
すべてのユーザーにすぐに表示されます。これは、シナリオに適した選択です。

*ブランチバージョン編集:編集はブランチバージョンで行われ、編集がデフォルトのブ
ランチに保存されない限り、他のユーザーにはすぐには表示されません。これは、すぐに表

示したい場合は最適な選択ではありません。

バージョン管理されていない編集を構成する手順:
*エンタープライズジオデータベースでフィーチャクラスが非バージョン編集モードに設
定されていることを確認します。

*すべてのユーザーにベーステーブルを編集するための必要な権限を付与します。
*データセットに加えられたすべての編集は、すべてのユーザーに即座に反映されます。
参考文献:
* Esriドキュメント:バージョン管理されていない編集。
正解が Bである理由:バージョン管理されていない編集は、すべてのユーザーが編集内容
をすぐに確認できる唯一の構成です。従来のバージョン管理とブランチバージョン管理に

は、編集内容の確認を遅らせるワークフローが伴います。

最新問題: 24
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GIS管理者は、ブランチバージョンデータセットの同期コピーを作成する必要がありま
す。編集は両方のコピーに対して実行する必要があります。

データはどのように複製すればよいですか?
A.分散コラボレーション
B.ジオデータベースのレプリケーション
C. DBMSレプリケーション
Answer: B (メーッセージを残す)
シナリオの概要:
* GIS管理者は、ブランチバージョンデータセットの非同期コピーを作成する必要があり
ます。

*両方のコピーは編集可能でなければなりません。
ジオデータベースレプリケーションを使用する理由

*ジオデータベースレプリケーションでは、親ジオデータベースと子ジオデータベースの
両方で編集を許可しながら、データセットの同期コピーの作成をサポートします。

*ブランチバージョンデータの場合、レプリケーションにより、親ジオデータベースまた
は子ジオデータベースのいずれかで行われた編集が双方向レプリカを使用して同期される

ことが保証されます。(ArcGISドキュメント:ジオデータベースレプリケーション)このシ
ナリオでのジオデータベースレプリケーションの主な機能:
*双方向レプリケーションにより、変更を同期しながら両側で編集が可能になります。
*ブランチのバージョン管理をサポートし、バージョン管理されたワークフローがそのま
ま維持されることを保証します。

*両方のジオデータベース間でスキーマの一貫性を維持します。
代替オプション:
*オプションA:分散コラボレーション
*コラボレーションは、ArcGIS Enterprise環境間でデータを共有するのに適しています
が、両側での編集のためのアクティブな同期はサポートしていません。

*オプション C: DBMSレプリケーション
* DBMSレベルのレプリケーションは生データのレプリケーションを処理しますが、ブラ
ンチバージョン管理などのジオデータベース固有の機能は保持されません。

したがって、ジオデータベースレプリケーションは、両方のジオデータベースでブランチ

バージョンデータセットを同期および編集するための適切な方法です。

Valid EGMP2201 Dumps shared by GoShiken.com for Helping Passing EGMP2201
Exam! GoShiken.com now offer the newest EGMP2201 exam dumps, the
GoShiken.com EGMP2201 exam questions have been updated and answers have
been corrected get the newest GoShiken.com EGMP2201 dumps with Test Engine

https://www.jpnpdf.com/Esri.EGMP2201.v2025-02-24.q24-mondaishu.html


here: https://www.goshiken.com/Esri/EGMP2201-mondaishu.html (67 Q&As Dumps,

30%OFF Special Discount: Freepdfdumps)

https://www.goshiken.com/Esri/EGMP2201-mondaishu.html

